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０
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保
険
で
よ
い
歯
科

　

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療

を
大
阪
連
絡
会
は
、
①
患

者
窓
口
負
担
の
軽
減
②
歯

科
の
保
険
の
き
く
範
囲
の

拡
大
③
歯
科
医
療
に
関
わ

る
予
算
の
引
き
上
げ
―
―

を
請
願
項
目
に
「
保
険
で

良
い
歯
科
医
療
」
の
実
現

を
求
め
る
署
名
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
署
名
は
、
全

国
連
絡
会
の
呼
び
か
け
で

２
０
０
７
年
か
ら
２
年
ご

と
に
実
施
し
て
お
り
、
総

計
１
４
３
万
筆
超
を
集

約
。
衆
参
国
会
議
員
の
べ

２
７
１
人
の
紹
介
で
国
会

に
提
出
し
た
。
歯
科
単
独

の
署
名
で
は
最
大
規
模
と

な
っ
て
い
る
。

　

署
名
に
寄
せ
ら
れ
た
歯

科
医
療
の
充
実
を
願
う
声

は
、
歯
科
医

療
政
策
に
大

き
な
影
響
を

与
え
て
き

た
。
診
療
報
酬
の
改
定
率

で
は
、
歯
科
本
体
が
08
年

＋
０
・
42
％
、
10
年
＋
２

・
09
％
、
12
年
＋
１
・
70

％
、
14
年
＋
０
・
99
％
、

16
年
＋
０
・
61
％
と
マ
イ

ナ
ス
改
定
が
叫
ば
れ
る
中

で
も
、
わ
ず
か
な
が
ら
プ

ラ
ス
を
勝
ち
取
っ
た
。
改

定
項
目
で
は
、
長
期
に
据

え
置
か
れ
た
基
礎
的
技
術

料
や
、
在
宅
や
周
術
期
関

連
で
の
評
価
・
引
き
上
げ

が
実
現
し
て
い
る
。

　

署
名
開
始
時
の
歯
科
医

療
費
は
２
兆
４
９
９
６
億

団
体
な
ど
と
一
緒
に
歯
科

医
療
が
抱
え
る
問
題
を
学

び
、
保
険
で
よ
い
歯
科
医

療
の
実
現
を
求
め
て
取
り

組
み
を
広
げ
て
き
た
。

　

年
２
回
の
市
民
講
座
で

は
、「
食
べ
る
」「
噛
む
」

こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
、

者
に
な
り
、
署
名
に
取
り

組
む
こ
と
も
多
い
。
連
絡

会
の
活
動
が
歯
科
医
療
改

善
の
強
力
な
〝
応
援
団
〞

を
つ
く
っ
て
き
た
。

　

来
年
は
、
医
療
・
介
護

報
酬
の
同
時
改
定
が
あ

る
。
財
務
省
は
「
社
会
保

科
技
工
の
危
機
も
進
行
し

て
い
る
。
診
療
報
酬
の
さ

ら
な
る
改
善
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
貧
困
と
格
差
の

拡
大
は
経
済
的
理
由
に
よ

る
未
受
診
の
増
加
を
招

き
、
口
腔
崩
壊
と
い
う
深

刻
な
事
態
ま
で
引
き
起
こ

し
て
い
る
。
窓
口
負
担
の

軽
減
と
保
険
範
囲
の
拡
大

は
切
実
な
問
題
だ
。

　

大
阪
連
絡
会
で
は
、
今

回
の
「
保
険
で
良
い
歯

科
」
署
名
の
目
標
を
５
万

筆
（
う
ち
協
会
目
標
３
万

筆
）
と
し
、
会
内
や
地
域

の
人
た
ち
、
他
団
体
に
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

全
会
員
に
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

氾
濫
す
る
健
康
情
報
に
警

鐘
を
鳴
ら
す
な
ど
、
多
彩

な
テ
ー
マ
で
企
画
。
毎
回

１
０
０
人
超
の
参
加
が
あ

り
、
好
評
を
得
て
い
る
。

講
座
を
通
じ
て
口
腔
の
健

康
の
大
切
さ
に
気
づ
い
た

人
が
大
阪
連
絡
会
の
賛
同

障
費
の
自
然
増
を
５
千
億

円
以
下
に
抑
え
よ
う
」
と

躍
起
に
な
り
、
医
療
・
介

護
報
酬
を
最
大
の
焦
点
と

し
て
い
る
。

　

国
民
医
療
費
に
占
め
る

歯
科
医
療
費
の
割
合
は
６

・
８
％
ま
で
低
下
し
、
歯

円
（
07
年
）
だ
っ
た
が
、

15
年
は
２
兆
８
３
０
０
億

円
に
ま
で
増
え
た
。

　

大
阪
連
絡
会
は
、
歯
科

医
師
や
歯
科
技
工
士
な
ど

の
関
係
者
だ
け
の
活
動
で

は
な
い
。
地
域
の
賛
同
者

や
、
高
齢
者
団
体
、
婦
人

国
政
動
か
す
署
名
の
力

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
捉
え
る

か
。
厚
労
省
の
基
本
姿
勢
は
自
助
・
互
助
・

共
助
だ
。
医
師
よ
り
も
看
護
師
、
介
護
士
、

地
域
住
民
の
互
助
的
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
コ

ス
ト
の
低
い
形
を
め
ざ
し
て
い
る
。し
か
し
、

あ
る
べ
き
地
域
包
括
ケ
ア
は
医
療
・
歯
科
医

療
を
中
核
に
据
え
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。

生
活
者
中
心
の
シ
ス
テ
ム

　

高
齢
者
や
障
害
者
と
い
っ
た
援
助
が
必
要

し
て
こ
そ
、
生
活
者
中
心
の
統
合
的
ケ
ア
を

保
障
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

お
い
し
く
食
べ
て
暮
ら
す

　

生
活
者
中
心
の
統
合
的
ケ
ア
で
は
、
ケ
ア

を
通
じ
て
そ
の
人
ら
し
い
文
化
的
な
生
活
を

確
保
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
る
。
そ
の
た
め

に
は
「
お
い
し
く
食
べ
な
が
ら
暮
ら
す
」
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
口
か
ら
物
を
食
べ
、
味

わ
い
、
嚥
下
す
る
。
こ
の
一
連
の
動
作
を
維

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
とと
歯
科
医
療

歯
科
医
療

佛
教
大
学
社
会
福
祉
学
部
教
授　

岡
﨑
祐
司

ケアの中核は口腔管理
持
・
回
復
さ
せ
る
た
め
に
、
歯
科
の
役

割
は
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
歯

科
診
療
、
口
腔
ケ
ア
は
統
合
的
ケ
ア
の

鍵
と
言
え
る
。

　

歯
の
喪
失
が
低
栄
養
や
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
、
活
動
低
下
な
ど
を
招
く
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。し
か
し
、在
宅
で
も
、

施
設
で
も
、
咀
嚼
や
嚥
下
、
味
覚
、
清

掃
、
姿
勢
な
ど
の
歯
科
的
な
評
価
は
ま

だ
ま
だ
不
十
分
だ
。
認
知
症
高
齢
者
の

口
腔
機
能
管
理
や
食
援
助
、
多
様
な
口

腔
機
能
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
、
在
宅
で
は
保

障
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
多
い
。

　

そ
こ
で
提
起
し
た
い
の
が
、
歯
科
医

と
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
。
高
齢
者
や
障
害
者
の

口
腔
状
態
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
口
腔

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
策
定
。
医
師
や
福
祉
担

当
者
ら
と
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
通
じ

て
、「
口
か
ら
食
べ
る
、
お
い
し
く
食

べ
る
、
楽
し
く
食
べ
る
、
食
は
文
化
」

と
い
う
こ
と
を
ケ
ア
の
目
標
に
位
置
付

な
人
は
、
訪
問
診
療
や
居
宅
リ
ハ
ビ

リ
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
と
い
っ
た
医
療
・

福
祉
施
策
を
暮
ら
し
の
中
に
取
り
込
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
、
自

分
の
生
活
行
為
や
活
動
と
組
み
合
わ

せ
、
生
活
を
営
む
こ
と
に
な
る
。
そ
う

し
て
初
め
て
生
活
の
質
を
保
ち
、
個
人

と
し
て
尊
重
さ
れ
な
が
ら
生
き
て
い
け

る
状
態
に
な
る
。
こ
れ
が
地
域
包
括
ケ

ア
の
要
と
な
る
「
生
活
者
中
心
の
統
合

的
ケ
ア
」
の
考
え
方
だ
。

　

生
活
者
中
心
の
統
合
的
ケ
ア
を
実
現

す
る
に
は
、
重
層
的
な
シ
ス
テ
ム
が
必

要
だ
。
①
小
中
学
校
区
レ
ベ
ル
で
「
地

域
の
福
祉
力
」
を
発
揮
す
る
住
民
活
動

②
市
町
村
に
よ
る
住
民
の
福
祉
活
動
の

保
障
③
国
に
よ
る
医
療
・
社
会
福
祉
の

充
実
―
―
が
欠
か
せ
な
い
。
い
く
ら
高

齢
者
や
障
害
者
が
が
ん
ば
っ
て
も
、
ま

と
も
な
医
療
や
介
護
保
険
が
な
け
れ
ば

ケ
ア
体
制
は
機
能
し
な
い
。
地
域
・
市

町
村
・
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

け
る
仕
組
み
だ
。

　

公
的
な
機
能
と
し
て
確
立
す
る
に
は
、
歯

科
の
訪
問
診
療
や
医
科
と
の
連
携
な
ど
を
保

障
す
る
報
酬
体
系
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

歯
科
衛
生
士
の
部
分
を
介
護
保
険
に
入
れ
て

縮
小
す
る
よ
う
な
考
え
で
は
成
り
立
た
な

い
。
き
ち
ん
と
公
的
医
療
保
険
で
カ
バ
ー
す

る
た
め
に
、
社
会
保
障
と
し
て
の
歯
科
医
療

を
国
民
的
な
要
求
に
し
て
い
く
こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
る
。 

（
つ
づ
く
） ２

〝
働
き
盛
り
〞
経
営
厳
し
く

全体 30代 40代 50代 60代 70歳以上
400万円未満 12.3% 15.8% 13.8% 6.8% 2.9% 60.0%
～600万円 8.0% 5.3% 6.9% 6.8% 14.3% 0.0%
～800万円 17.4% 10.5% 17.2% 9.1% 28.6% 30.0%
～1000万円 9.4% 10.5% 10.3% 9.1% 11.4% 0.0%
～1200万円 15.2% 10.5% 6.9% 22.7% 20.0% 0.0%
～1400万円 7.2% 0.0% 6.9% 9.1% 11.4% 0.0%
～1600万円 4.3% 5.3% 6.9% 4.5% 2.9% 0.0%
～1800万円 7.2% 5.3% 10.3% 13.6% 0.0% 0.0%
～2000万円 4.3% 10.5% 3.4% 6.8% 0.0% 0.0%
2000万円超 7.2% 5.3% 10.3% 11.4% 2.9% 0.0%
無回答 7.2% 21.1% 6.9% 0.0% 5.7% 10.0%
合計 100% 100% 100% 100% 100% 100%

2015年の医業所得（年代別）

　

政
策
部
は「
２
０
１
６
年
度
会
員
意
見
調
査
」結
果
を
こ
の

ほ
ど
取
り
ま
と
め
た
。
内
容
を
連
載
で
紹
介
す
る
。
調
査
期

間
は
２
月
21
日
〜
３
月
３
日
。
開
業
医
会
員
の
２
割
を
無
作

為
抽
出
し
、医
院
経
営
や
政
治
意
識
な
ど
に
つ
い
て
尋
ね
た
。

　

２
０
１
５
年
分
の
医
業
所

得
を
見
る
と
、「
〜
８
０
０

万
円
」
の
区
分
が
最
多
の
17

・
４
％
だ
っ
た
。
６
０
０
万

円
以
下
の
層
は
20
・
３
％
に

上
り
、
８
０
０
万
円
以
下
は

全
体
の
４
割
近
く
を
占
め

た
。

　

年
代
別
で
見
る
と
、
30

代
、
40
代
の
５
人
に
一
人
が

６
０
０
万
円
以
下
だ
っ
た
。

働
き
盛
り
と
言
わ
れ
る
年
代

の
経
営
の
厳
し
さ
が
浮
か
び

上
が
る
一
方
で
、
１
８
０
０

万
円
超
の
所
得
層
も
20
％
を

超
え
て
お
り
、
所
得
格
差
を

示
す
結
果
と
な
っ
た
。

　

協
会
は
13
日
、
第
２
回
理

事
会
を
開
き
、「
保
険
で
良

い
歯
科
医
療
」
を
求
め
る
請

願
署
名
の
目
標
を
３
万
筆
に

設
定
し
11
月
ま
で
取
り
組
む

こ
と
、
大
阪
府
福
祉
医
療
費

助
成
制
度
の
拡
充
を
目
指
し

引
き
続
き
自
治
体
に
働
き
か

け
る
こ
と
に
し
た
。
会
務
運

営
で
は
評
議
員
会
、
総
会
に

向
け
た
諸
準
備
を
行
っ
た
。

　

「
今
こ
そ　

ス
ト
ッ
プ
！

　

患
者
負
担
増
」
署
名
は
５

月
で
取
り
組
み
を
終
了
す

る
。
理
事
会
時
点
で
５
千
筆

の
集
約
と
な
っ
た
。
新
た
に

始
め
る
「
歯
科
」
署
名
で

は
、
患
者
に
安
心
・
安
全
の

歯
科
医
療
を
提
供
す
る
と
共

に
、
技
工
問
題
を
含
め
た
歯

科
医
療
環
境
の
改
善
を
実
現

す
る
た
め
、
会
員
の
署
名
協

力
者
を
増
や
す
た
め
に
理
事

が
先
頭
に
立
っ
て
い
く
構
え

な
ど
が
提
起
さ
れ
た
。

　

子
ど
も
の
貧
困
を
め
ぐ
り

協
会
が
行
っ
て
い
る
学
校
歯

科
治
療
調
査
が
自
治
体
関
係

者
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
地
区
組
織
で
自
治

体
交
渉
に
取
り
組
む
な
ど
地

域
か
ら
運
動
を
盛
り
上
げ
て

い
こ
う
と
の
提
案
も
出
た
。

２
０
１
７
・
２
０
１
８
年
度

方
針
で
も
地
域
か
ら
の
活
性

化
を
掲
げ
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
の
運
動
ス
タ
イ
ル
を
め
ぐ

り
議
論
を
深
め
て
い
く
。

　

５
月
20
日
に
開
く
第
53
回

評
議
員
会
、
５
月
28
日
に
開

く
第
53
回
総
会
に
向
け
て
、

任
務
分
担
と
運
営
に
つ
い
て

確
認
し
た
。

　

必
要
な
の
は
２
つ
。
①
ど

こ
に
ピ
ン
ト
を
あ
わ
せ
る
の

か
②
露
光
を
ど
う
す
る
の
か

―
―
。
組
織
部
の
「
こ
れ
で

分
か
る
デ
ジ
カ
メ
と
撮
影
の

セ
ミ
ナ
ー
」
で
講
師
の
小
川

田
貞
志
氏
（
サ
ダ
フ
ォ
ト
オ

フ
ィ
ス
、
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
講
師
）
は
、
こ
う

強
調
し
た
。
同
セ
ミ
ナ
ー
は

４
月
１
日
と
22
日
の
２
回
シ

リ
ー
ズ
で
開
か
れ
、
延
べ
36

人
が
デ
ジ
カ
メ
の
特
性
や
撮

影
法
を
学
ん
だ
（
写
真
）。

会
場
は
保
険
医
会
館
。

　

シ
ャ
ー
プ
で
き
れ
い
な
写

真
は
、
ピ
ン
ト
・
ブ
レ
・
発

色
・
明
る
さ
の
要
素
が
満
た

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と

説
明
。
花
や
料
理
な
ど
を
目

の
前
で
撮
影
し
て
コ
ツ
を
伝

授
。
受
講
者
は
、
手
持
ち
の

カ
メ
ラ
で
一
味
違
う
写
真
を

撮
影
し
、
講
評
を
受
け
た
。

一味違う写真を撮影

第２回
理事会

署
名
３
万
筆
目
標
を
決
定

理
事
先
頭
に
協
力
者
増
へ

デ
ジ
カ
メ
セ
ミ
ナ
ー

　保険請求のご相談や年金・休
業保障制度のお問い合わせは直
通番号をご利用ください。
社保研究部  06-6568-7467
共　済　部  06-6568-7438

❶

協会直通番号のご案内


